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手
づ
く
り
郷
土
賞
受
賞

～
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
～

中
学
生
教
育
委
員
会

～
学
校
生
活
や
授
業
に
提
言
～

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

～
交
通
安
全
街
頭
啓
発
活
動
～

燈
籠
ま
つ
り（
春
日
六
合
下
ヶ
流
）

～
無
病
息
災
を
願
う
～

　

１
月
６
日（
木
）、
揖
斐
川
町
内
の
中
学

生
が
、
学
校
生
活
や
授
業
に
つ
い
て
町
教

育
委
員
会
に
要
望
や
提
言
を
行
う
「
中
学

生
教
育
委
員
会
」
が
揖
斐
川
町
役
場
で
行

わ
れ
、
揖
斐
川
中
学
校
２
年
の
河か

わ

瀬せ

侑ゆ
う

大だ
い

さ
ん
を
議
長
に
、
町
内
６
中
学
校
の
１
、

２
年
生
21
人
と
教
育
委
員
、
教
諭
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
17
年
の
町
村
合

併
を
機
に
、
理
想
の
中
学
校
を
示
し
た
中

学
生
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生

教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
具
現
化
に
向
け

て
、
各
学
校
が
実
践
し
て
い
る
活
動
を
発

表
し
、
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
委
員
か
ら
は
、
生
徒
数
が
減
少

し
て
い
る
現
状
か
ら
、
他
校
と
の
交
流
に

よ
っ
て
お
互
い
の
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ

た
い
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。▲学校での活動を発表する生徒たち

▲啓発活動の継続で安心安全なまちづくりを

▲受賞おめでとうございます

▲燈籠の下で待ち構える男衆

　

１
月
14
日（
金
）、
揖
斐
署
、
交
通
安

全
協
会
員
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
て
、
町
内
の
通
学
路

や
交
差
点
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
な
ど
30

か
所
で
「
交
通
安
全
」
の
の
ぼ
り
を
掲

げ
、
交
通
事
故
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

揖
斐
署
管
内
で
は
昨
年
交
通
事
故
が
多

発
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
町
全
体
で
交
通
安

全
の
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
の
無
い
町
を
目
指
し
て
み
ん
な
で

交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
15
日（
土
）、
無
病
息
災
を
願
っ
て

男
衆
が
燈と

う

籠ろ
う

を
奪
い
合
う「
燈
籠
ま
つ
り
」

（
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
、

春
日
六
合
下
ヶ
流
地
域
の
薬
師
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
同
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
行
事
で
、燈
籠
の
一
部
を
手
に
す
る
と
、

１
年
間
無
病
息
災
・
家
内
安
全
に
御
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

燈
籠
は
、
竹
を
組
み
合
わ
せ
た
骨
組
み

に
行あ

ん

灯ど
ん

が
取
り
付
け
ら
れ
、
縁
起
も
の
の

飾
り
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
20
時
30
分
頃
か
ら
男
衆
が

集
ま
り
始
め
、
薬
師
堂
の
中
央
に
つ
る
さ

れ
た
燈
籠
の
下
で
「
シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ
踊

り
」と
い
う
独
特
の
節
回
し
の
舞
を
奉
納
。

22
時
過
ぎ
に
男
衆
と
見
物
の
家
族
ら
約

１
０
０
人
か
ら
「
ヨ
イ
サ
、
ヨ
イ
サ
」
の

掛
け
声
が
沸
き
上
が
り
、
禰ね

宜ぎ

が
ロ
ー
プ

を
引
い
て
燈
籠
を
落
と
す
と
、
男
衆
は
一

斉
に
燈
籠
を
奪
い
合
い
、
１
年
の
幸
運
を

つ
か
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
20
日（
木
）、
国
土
交
通
省
主
催
の

「
手
づ
く
り
郷ふ

る

土さ
と

賞
」
の
認
定
証
授
与
式

が
揖
斐
川
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
づ
く
り
の
優
れ
た
取

り
組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
受
賞

さ
れ
た
の
は
、
谷
汲
山
華
厳
寺
の
参
道
沿

い
の
商
店
主
ら
で
組
織
す
る
「
谷
汲
門
前

街
並
づ
く
り
委
員
会
（
委
員
長　

今い
ま

村む
ら

博ひ
ろ

正ま
さ

）」
で
、
店
舗
の
改
修
時
に
は
、
門
前

町
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
一
体
感
を

持
た
せ
た
景
観
と
し
た
り
、
竹
燈
籠
夜
桜

見
物
や
お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
四
季

折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
、
地
域

の
活
性
化
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

今
村
委
員
長
は
、「
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
後
も
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
活
性
化
に
努
め
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
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町
内
の
中
学
２
年
生
の
代
表
17
人
が
、

１
月
20
日（
木
）か
ら
28
日（
金
）ま
で
、
セ

ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市（
ア
メ
リ
カ　

ユ
タ
州
）

で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー

ジ
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ア
メ
リ
カ
人

の
家
庭
の
温
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
ス
ノ

ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
パ

イ
ン
ビ
ュ
ー
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
学
校

訪
問
で
は
、
文
化
交
流
会
が
行
わ
れ
、
日

本
や
町
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
学
校
生

活
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
・
ミ
ド
ル
ス

ク
ー
ル
で
は
、
調
理
実
習
を
行
い
、
一
緒

に
朝
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
に
滞
在
す
る
最
後

の
夜
、さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

楽
器
演
奏
や
書
道
、
茶
道
な
ど
の
日
本
文

化
を
英
語
で
紹
介
す
る
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
興
味
深
そ
う
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
ミ
ナ
モ
ダ

ン
ス
」
を
派
遣
団
員
が
踊
っ
た
あ
と
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
踊

り
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
ス
ノ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
で
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

共
に
過
ご
し
た
現
地
の
生
徒
た
ち
と
の
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
が
今
回
の
経
験
を
活

か
し
、
家
庭
や
学
校
で
今
ま
で
以
上
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
23
日（
日
）、
春
日
川
合
地
区
の

愛あ
た
ご宕
神
社
で
、
こ
の
１
年
間
、
火
災
が
起

き
な
い
こ
と
を
願
っ
て
、
春
日
の
太
鼓
踊

り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
の
太
鼓
踊
り
は
、
五
穀
豊
穣
や
感

謝
の
踊
り
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
に
親
し

ま
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
合
の
太
鼓
踊
り
は
、「
ボ
ン
デ
ン
」

と
い
う
幣へ

い

束そ
く

を
持
つ
踊
り
手
が
、
列
の
先

頭
や
踊
り
の
中
心
に
位
置
し
ま
す
。
太
鼓

を
抱
え
る
踊
り
手
の
う
ち
、
大
太
鼓
を
抱

え
、
列
の
最
後
尾
に
位
置
す
る
踊
り
手
を

「
ヤ
ク
ガ
シ
ラ
」
と
呼
び
、
他
の
踊
り
手

と
は
多
少
踊
り
が
異
な
り
ま
す
。

　

春
日
の
５
つ
の
地
域
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
太
鼓
踊
り
は
、
地
域
ご
と
に
特
色
が

あ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な

み
、
１
月
23
日（
日
）
に
久
瀬
地
域
日
坂

の
高
橋
家
住
宅
（
県
指
定
重
要
文
化
財
）

で
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月

26
日
に
法
隆
寺
の
金
堂
の
火
災
で
壁
画
が

焼
失
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
日

を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
、
全
国
各
地

で
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
に
は
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
、
町
消

防
団
員
、地
元
住
民
約
１
５
０
人
が
参
加
。

同
住
宅
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
初

期
消
火
活
動
や
重
要
物
品
の
搬
出
、
負
傷

者
の
応
急
手
当
て
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
の
最
後
に
は
、一
斉
放
水
を
行
い
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
火
対
策
と
防
火

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
訓
練

～
県
指
定
文
化
財
　
高
橋
家
住
宅
～

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

～
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
で
学
ぶ
～

春
日
の
太
鼓
踊
り

～
春
日
川
合
地
区
～

▲記念撮影（デザートヒルズ・ミドルスクールにて）

▲揖斐川町の紹介をしました

▼一緒に朝食を作りました

▲火の神様　愛宕神社での奉納踊り

▲初期消火訓練の様子
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１
月
24
日（
月
）、
全
国
の
小
中
学
生
が

応
募
し
た
「
第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、【
優
秀
賞
】

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た

北
和
中
学
校
３
年
の
近こ

ん

藤ど
う

真ま

友ゆ

さ
ん
が
受

賞
報
告
に
揖
斐
川
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
は
、
１
月
18
日（
火
）
に
岐
阜

市
の
岐
阜
地
検
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
の
小
中
学
生

か
ら
20
万
点
の
応
募
が
あ
り
、
近
藤
さ
ん

は
、「
親
切
を
受
け
た
ら
第
三
者
に
親
切

を
送
り
返
す
（
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
）
よ
う

な
社
会
に
な
れ
ば
、
少
年
犯
罪
は
減
る
と

考
え
、
地
域
社
会
と
の
縁
が
薄
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
る
今
こ
そ
、
恩
送
り
の
気
持
ち

や
精
神
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
犯
罪

者
の
気
持
ち
を
周
り
の
人
が
も
っ
と
考
え

て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲食材の説明を聞きながら給食を味わいました

▲「さざれ石」を前に宗宮町長（左）と泉市長（右）

▲受賞おめでとうございます

▲表彰式の様子（かすがモリモリ村リフレッシュ館にて）

　

１
月
25
日（
火
）、
学
校
給
食
の
食
材
生

産
者
と
小
学
生
が
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る

給
食
会
が
大
和
小
学
校
５
年
生
の
教
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
給
食
で
は
、
地
元
の
食
材
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
全

国
学
校
給
食
週
間
（
１
月
24
日
～
28
日
）

に
合
わ
せ
、
町
内
産
野
菜
を
使
っ
た
「
い

び
サ
ト
イ
モ
コ
ロ
ッ
ケ
」、「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
と
イ
ン
ゲ
ン
の
い
び
み
そ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
あ
え
」、「
カ
ブ
の
か
き
た
ま
汁
」
が

登
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
食
材
提
供
者
の
高た

か

橋は
し

冨ふ

美み

雄お

さ

ん（

永
）は
、野
菜
作
り
の
工
夫
や
保
存

方
法
を
、田た

代し
ろ

す
み
子こ

さ
ん（
谷
汲
有
鳥
）

は
、大
豆
か
ら
み
そ
が
で
き
る
工
程
を
説

明
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、「
食
材
を
一
生

懸
命
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、感

謝
し
て
食
べ
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

さ
ざ
れ
石
で
地
域
の
活
性
化
を

～
揖
斐
川
町
・
米
原
市
首
長
懇
談
会
～

　

１
月
24
日（
月
）、
春
日
振
興
事
務
所
で

宗
宮
町
長
と
伊
吹
山
を
挟
ん
で
隣
接
す
る

滋
賀
県
米
原
市
の
泉
い
ず
み

峰み
ね

一か
ず

市
長
が
、「
さ

ざ
れ
石
首
長
懇
談
会
」
を
開
き
、
さ
ざ
れ

石
を
媒
体
に
観
光
振
興
や
町
づ
く
り
で
協

力
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
と
米
原
市
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
さ
ざ
れ
石
」（
春
日
の
さ
ざ
れ
石
は
、

県
指
定
天
然
記
念
物
）と
呼
ぶ
石
が
あ
り
、

色
や
形
は
異
な
り
ま
す
が
、
地
域
で
大
切

に
守
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
さ
ざ
れ
石
を
活
用
し

て
、
揖
斐
川
町
と
米
原
市
で
観
光
の
周
遊

ル
ー
ト
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
話
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
報
告

食
材
生
産
者
食
材
紹
介
給
食
会

～
地
域
の
食
材
お
い
し
い
な
～

ふ
る
さ
と
春
日
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
表
彰
式

　

１
月
29
日（
土
）、
春
日
六
合
の「
か
す

が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
」で
、春

日
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た「
ふ
る
さ
と
春
日
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
78
作
品
の
う
ち
14
作
品
が
入

賞
し
、
表
彰
式
に
は
、
最
高
位
の
揖
斐
川

町
長
賞
に
選
ば
れ
た
石い

し

井い

真ま

澄す
み

さ
ん
（
垂

井
町
）ら
入
賞
者
12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
棚
田
や
祭
り
な
ど
春

日
の
特
徴
を
と
ら
え
た
作
品
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
春
日
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
、３
月
15
日（
火
）ま
で「
か

す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
」に

順
次
展
示
さ
れ
ま
す
。
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▲叙勲の伝達が行われました。

▲仁王門前で行われた豆まきの様子

▲みんなで一緒に大会を成功させよう！

▲地域の連携が大きな力を育みます

揖
斐
川
町
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
地
域
の
情
報
共
有
で
連
携
強
化
～

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

「
福
は
内
！
」節
分
厄
払
い
行
事

～
谷
汲
山
華
厳
寺
～

　

１
月
29
日（
土
）、
地
域
に
お
け
る
特
別

支
援
教
育
の
情
報
共
有
と
関
係
機
関
の
連

携
強
化
を
目
指
し
て
、
揖
斐
厚
生
病
院
で

「
揖
斐
川
町
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
医
療
機
関
や
町
内
外
の
支

援
施
設
、
学
校
関
係
者
か
ら
お
よ
そ
90
人

が
参
加
し
、
早
期
療
育
と
就
学
前
指
導
の

必
要
性
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
に
お
け
る
取
組
や
今
後
の
課
題
な
ど
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
発
起
人
の

揖
斐
厚
生
病
院
の
言
語
聴
覚
士　

立つ
い

木き

一か
ず

美み

先
生
は
、「
病
院
・
就
学
前
の
機
関
・
学

校
・
地
域
が
連
携
を
深
め
、
早
期
か
ら
の

一
貫
し
た
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
27
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

古こ

野の

數か
ず

利と
し

さ
ん
（
谷
汲
神
原
）
が
旭

き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
うを

受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家

族
へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
野
さ
ん
は
、
平
成
元
年
９
月
か
ら
旧

谷
汲
村
議
会
議
員
と
し
て
、
４
期
15
年
５

か
月
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
そ
の
間
、議
長
、

副
議
長
を
各
１
年
間
歴
任
し
、
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

地
方
分
権
や
町
村
合
併
の
推
進
な
ど
行
政

の
枠
組
み
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
中

で
、
谷
汲
村
議
会
町
村
合
併
問
題
研
究
会

を
設
立
し
、
町
村
合
併
や
小
学
校
統
合
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

多
大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

　

２
月
３
日（
木
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
で
、

社
団
法
人
谷
汲
観
光
協
会
主
催
の
節
分
厄

払
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
お

よ
そ
３
５
０
０
人
の
観
光
客
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

仁
王
門
に
設
置
さ
れ
た
高
さ
３
・
３

メ
ー
ト
ル
の
赤
鬼
を
バ
ッ
ク
に
、
家
内
安

全
、
無
病
息
災
な
ど
を
願
い
福
豆
が
ま
か

れ
る
と
、
福
を
つ
か
み
取
ろ
う
と
訪
れ
た

参
拝
客
は
必
死
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。

　

会
場
内
で
は
、
甘
酒
無
料
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
、
こ
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
、

訪
れ
た
参
拝
客
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。

開
催
ま
で
あ
と
６
０
０
日
！

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会

　

２
月
７
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、

「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
開
催

６
０
０
日
前
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
行
わ
れ
、

町
議
会
議
員
、
行
政
推
進
員
代
表
者
、
国

体
専
門
委
員
な
ど
、
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ

ー
ド
の
除
幕
式
で
始
ま
り
、
き
た
が
た
幼

児
園
５
歳
児
15
人
に
よ
る
「
ミ
ナ
モ
ダ
ン

ス
」
や
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
が
ん
ば
ろ

ー
コ
ー
ル
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、

互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
大
会

を
成
功
に
導
き
た
い
。
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。


